
はじめに
本書は、私が以前執筆した『ジャズピアノ イントロ＆エンディング・ナビ』に大幅な加筆・
修正を加えたものです。

同じく中央アート出版社から出版されています、私の著書『ジャズピアノ　イントロ虎
の巻』、及び『ジャズピアノ　エンディング虎の巻』との違いは以下の通りです。

『虎の巻』シリーズは、“この曲にはこのイントロが使える”という、いわば曲そのもの
に対応したイントロ集というコンセプトで作成しています。特に同じ中央アート社の『ス
タンダード・ジャズ・ハンドブック』に掲載されている全曲に対してのイントロ及びエ
ンディングを紹介していますので、どちらかというと、演奏したい曲に対して、“そのま
ま使える”というコンセプトです。

本書は、イントロ及びエンディングの例を、“曲そのもの”に対応させるのではなくて、「曲
のタイプに応じて、どの様に譜例を応用するか…」という所がコンセプトになっています。
ですので、紹介しているイントロ例は少ないですが、曲のタイプや、コードの度数の表
記など、1 つの例から多くの事を学べるような作りになる様なコンセプトを持っておりま
す。

皆様も、目的に応じて、本書と「虎の巻」シリーズを使い分けてみて下さい。
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６. イントロをその場で付ける際の考え方
これまでの章では、イントロ＆エンディング例を、譜例を使用して説明してきました。
しかし、実際のジャム・セッションでは、その場で演奏曲目を決めることが多く、ピアニストにとって、本書
の様なマニュアル本をいちいち確認する時間などは無いわけで、やはりその場で“パッ”とイントロを出せな
ければならないわけです。
それでも楽器のジャム・セッションであれば、もしもあなたがイントロを出せなくても、カウントを出してみ
んなで一緒に始めることが出来ますが、歌の伴奏などにおいては、やはりその場で、すぐに、しゃれたイント
ロを出すことが要求されるわけです。

プロの現場でも、ピアニストに求められているのは、実は「アドリブ・ソロのカッコよさ」とかでは決してなく、
イントロやエンディングを含めた、「バッキングの上手さ」なのだと感じています。

「おれの方が普段カッコいいアドリブ・ソロを取っているのに、なぜ○○ちゃんの歌伴にはあの野郎が呼ばれた
んだ！」
なんて思っているあなた、多分、“その野郎”の方が、あなたよりも「バッキングが上手い」のだと思います。

バッキング全体について、それだけで１冊の本が書けそうですが、それは私の著書『ピアニストがバンドの中
でやるべきこと』（中央アート社刊）にある程度譲ると事にして、ここでは、“とっさにイントロを出す”とい
う事項に特化してお話をしていきたいと思います。

（1）イントロを出す上で押さえておきたいこと

その場で「イントロを出してください！」と言われて焦ってしまう方にとっては、何を基準にイントロを弾い
ていいかが分からない…という事が多いのだと思います。

よくテレビなどで、司会者が若手のお笑い芸人に突然「何か面白いことを言って下さい」と振る時があります。
振られた方の芸人はとっさに思いついたギャグを言ったりするのですが、結局はあまり面白くなくて、お客さ
んが引いてしまう…なんて場面を見ます。
しかし、きちんと番組全体を見る事の出来るベテラン芸人さんになると、それまでの流れなどをきちんと踏ま
えた上で、ちゃんとお客さんを「笑かす」ことを言ってくれます。
ダウンタウンの松本人志さんなんかは、いつ振られても平気で面白いことが言えてしまいそうな感じがします。
天才は違いますね。

ジャズにおいて、曲のイントロを出す…という事は、そういう意味では、「曲」という基準がある訳で、突然面
白いことを言わなければならない事よりは、はるかに楽だと思います。
もちろん、前提として「楽器をきちんと弾けなければならない」訳ですから、直接比較することなど何の意味
もないことを付け加えておきます。

さて、ある曲にとっさにイントロを付ける場合、基準としていくつかの項目が挙げられます。

①リズムをつかもう
　 ⇒スイングで演奏するのか、ボサノバで演奏するのか？それとも、他のリズム？
②テンポをつかもう
 　⇒フロントの人が出しているテンポ、どうやったらつかめるの？
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